
２０１８年３月２７日 

伊藤眞純 

 

日時 ：２０１８年３月２７日（火）集合：京急富岡駅 １０：００ 

 コース：富岡駅→旧川合玉堂邸見学→経塚→富岡八幡宮→慶珊寺（孫文上陸の碑）→長昌寺（七福神･布袋尊）

→ベイサイドマリーナ→富岡総合公園→海洋研究開発機構・横浜研究所→ＪＲ新杉田駅  

★長昌寺には直木三十五・楜沢耕治の墓があります。ベイサイドマリーナで自由時間をとります。 

富岡公園の浜空神社あたりは桜の名所。海洋研究所で水中写真家中村征夫氏の深海の写真展を見学します。  

参加者：平嶋Ｌ・勅使河原ＳＬ含め２９名（男性１８名・女性１１名） 

班編成：第１班・丹後班長・佐藤よ・勅使河原・常盤・平石・熊坂・高橋文・伊藤眞・小野里     ９名 

第２班・木村班長・平嶋・志村・桑原・伊藤美・木村・青松秀・菊池・熊島・平野・小林  １０名 

第３班・赤須班長・山田・永廣・赤須・仁井・高橋友・脇坂・岩元・古賀・松野      １０名 

世界的異常気象で、大雪が降った後は一気に春めいてきて、桜も例年より１週間早く開花し、今日も快晴で

満開の桜に歓迎された最高のウォーキングでした。スタートの横浜市シテイ名勝「旧日本画家川合玉堂別邸」

は高台に有り、２人の案内説明人から海を眺めながら、埋め立て前の地形写真も見せて詳しく説明して戴きま

した。伊藤博文他著名人の別荘地とされた名勝地です。社寺、公園、そして埋め立て地に造られた広大な「ベ

イサイドマリーナ」富岡が近世から現代も素晴らしい所であることが良く判りました。湧き水池や川辺の満開

桜と新緑の柳が良くかみ合う遊歩道、高級住宅地お庭のきれいな花を愛でながらの散策でした。 

アフターも２０名の参加で正しく花見を兼ね楽しく美味しく語り合いました。 

平嶋さん地元とはいえ素晴らしいコース企画有難うございました。                Ｐ１                                      

  

ＫＷＣ

ベイサイドマリーナ くじらの噴水前広場 



【地図】平嶋Ｌから詳しい説明付き観光地図を戴きましたが、全体の位置関係を参考までに掲載しました。 

① 富岡駅→②旧川合玉堂邸見学→③富岡八幡宮→④慶珊寺（孫文上陸の碑）→⑤長昌寺（七福神･布袋尊） 

→⑥ベイサイドマリーナ→⑦富岡総合公園→⑧海洋研究開発機構・横浜研究所）→⑨ＪＲ新杉田駅  

 

「富岡駅」 急行は止まらない、上大岡から普通に乗り換え。９：３６着 数名同乗。平嶋Ｌお迎え地図を戴く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【旧川合玉堂邸見学】平嶋Ｌ受付交渉中、入口で待つ。 

大正・昭和を代表する近

代日本画の大家。 
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日本画の大家・川合玉堂の富岡の別荘です。（ＨＰより）     ２０１３．１０．１６未明焼失前の母屋 

約 2000 坪の回遊式庭園をもち、その庭に古い黒松が 2本あったために二松庵と名づ

けられました。この別邸は数寄屋造りで画室としての機能を備え、玉堂により大正 6

年ごろに新築されたもので、造園は地元の庭師「植周」が玉堂の意向を生かして作庭

しました。玉堂は昭和 10年ごろまで毎年、夏冬をここで過ごし、多くの作品を描き

ました。画家の他政治家を含め著名人の別荘地です。 

 茅葺表門             焼失後の主屋跡          説明案内人２人 

 

表門前で総括説明後２班に分かれて案内説明  庭園の草木種類多く手入れが行き届いている 

 

 

 

 

 

 

 

 

四阿（あずまや）跡から海が見える、

今から行く鶴岡八幡宮。        ここからの風景画          埋め立て前の富岡写真と絵 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ３ 



１０：３３旧川合玉堂邸を後に再びこの石段を登ると、青空に映える緑の枝、そして京急沿線満開の桜が歓迎！ 

 

１本の木に紅白の梅         「経塚」                 

【富岡八幡宮】１１：００ 

 

建久年間（1190 年～1199 年）源頼朝が摂津国難波の蛭子神（恵比寿神。西宮神社の

末社のものと言われる。）を勧請して創建、安貞年間（1227 年～1229 年）に八幡神が

合祀されたという。八幡宮の山が応長の大津波から富岡地区を守ったことから「波除

八幡」の別名を持つ。（ＨＰより） 

富岡八幡宮はＫＷＣでも数回来ています。 

１１：１４神社下富岡八幡宮公園でトイレ休憩。   今日の参加者最年少古賀さん 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E4%B9%85
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%88%E3%81%B3%E3%81%99
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https://ja.wikipedia.org/wiki/1227%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1229%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BF%9C%E9%95%B7


木々も緑ついてきた遊歩道、先頭を歩く平嶋Ｌ快調な足取りです      

 

「直木三十五文学碑」前を通る。 【慶珊寺】花翁山（かおうざん） 慶珊寺（けいさんじ） （真言宗御室派） 

慶珊寺は 1624 年（寛永元年）、富岡１７

００石の旗本、豊島刑部明重が、両親の

菩提を弔うために建立。両親の法名から、

花翁山・慶珊寺とした。かって豊島氏は

太田道灌との戦いに敗れ没落したが、そ

の子孫といわれる明重の父、頼重の戦功

により、家康より富岡郷に領地を賜った            

とされている。（ＨＰより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

門前の右隣に、岸信介元首相揮毫の「孫文上陸記念碑」が解説と共に建てられていました。  

【長昌寺】富岡山 済宗建長寺派 布袋さんのお迎えです 

柳下豊後守が亡妻の

菩提のために創建し、

寺号の長昌はその法

名に由来しています。

境内には豊嶋明重の

母の墓があります。

また、直木三十五の

墓と直木賞作家の胡桃沢耕史の墓も並んでいます。ほうそう（天然痘）除けの神様で知られる芋神様（楊柳観音）

が祀られ、毎年 3月「芋観音御開帳」の行事があり、「里芋の煮ころがし」が参詣者にふるまわれます。 

 以前体験済の寺で、入口布袋さんの御腹ナゼナゼする熟女さん、今更子供？お金がたまります様に？ Ｐ５ 



「芋観音」                            御本尊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「直木賞」で有名な「直木三十五墓所」 

 

狛犬親子（赤ちゃんがお乳を飲んでいます、俺も飲みたい？） 

芋観音堂を御守りしてくださってい

る狛犬は一対。向かって右側は赤ちゃ

んが乳を飲んでいる珍しい狛犬。天保

7年（1836 年）、当山 8世照道僧寛代

に造立されました。奉納して頂いた

方々のお名前を見ると鎌倉、日本橋な

ど広域にわたっています。（ＨＰより） 

 

富岡総合公園のサイドを通り抜けて、湾岸道路、金沢シーサイドラインを潜り、横浜ベイサイドマリーナに向う。 

                                               Ｐ６ 



【横浜ベイサイドマリーナ】 

横浜ベイサイドマリーナ株式会社は横浜市やヤマハ発動機などの出資

により、1993 年 11 月 10 日に第三セクター方式で設立された。当施設

は同社により 1996 年 4月 1日に開業され、6m-28m クラス用の 1496 区

画の他、ビジターバースが約 20隻分（10m クラス換算）あり、さらに

給油施設やメインテナンス施設、船舶販売施設、ヤマハ発動機が運営

するレンタルボート施設「マリンクラブ・シースタイル」などがあり、

日本最大級の規模を誇るマリーナとして運営されている。金沢木材港

跡地を利用。（ＨＰより引用） 

 巻頭Ｐ１の集合写真はこの「クジラ噴水」を背景に伊藤も入り、居合わせた女性に撮って戴きました。 

【昼食】クジラの噴水前広場１２：１０～１２：５０ ８，０００歩 椅子とテーブル付で最高でした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湾の海辺に散歩してみる。ヨットハーバー  灯台     皆さん気になり振り返り見る、４６５万円也！ 

 

再び来た道を戻り、「富岡総合公園」に行き最後の「海洋研究開発機構・横浜研究所」へ向かいます。 
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「富岡総合公園」緑の芝生の上を歩く、最高のウォーキングです！ 

桜のトンネルを潜る 岩とせせらぎ歩道を歩く                    

 

草木のお花に歓迎されて気分爽快。花の名前は覚えられません！    熊坂花レポートを参照下さい 

 

自然の湧き水池に錦鯉        セリを採っているおばあちゃん   こんな道もありましたよ 
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【富岡総合公園】古くは海沿いの景勝地であった趣を残す公園。広場やアーチェリー場などもある。 

 平嶋Ｌ「伊藤さん、このこんもり盛り上がった小山で桜を背景に集合写真を撮りましょう！」「いいですね！」 

シャボン玉で遊ぶ可愛い子供、孫を思い出して！ 港が見える丘へ来ました 

展望の良い変わった

岩山がある丘に来ま

した。 

ここも初体験でした。 

 

 

 

 

Ｐ９ 



遠くに見える高層マンションの下がゴールＪＲ新杉田駅      【海洋研究開発機構・横浜研究所】 

 模型 

２Ｆ「水中写真家中村征夫写真展」を見る。写真撮影禁止  「チムニー」海底熱水鉱床の活動により生成

される柱状の構造物。 

 

杉田川沿いを新杉田駅に向かう。  垂れ下がる桜の木に緑の若葉の木が引き立て役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１０ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E5%BA%95%E7%86%B1%E6%B0%B4%E9%89%B1%E5%BA%8A


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４：４０ 熊坂さんによるクールダウン 平嶋Ｌ「今日の歩数はこの後新杉田駅まで約１，０００歩ですので 

１７，０００歩 約１２ｋｍとします。アフターに行く方は残ってください。私が案内します」 

今日最後のお見

送りの花です 

有難う！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アフター「養老乃滝」参加者は２０名の大多数で、４テーブルに、８人、４人、４人、４人に着席、テーブル毎

に注文、１５時開店直後は１人の男性係員で

飲物、料理の注文、運びに大変でした。 

各席桜や沢山の花を見た後の楽しい 

「お花見会」で盛り上がっていました。 

 

←新入会員初参加松野さん。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１１ 

編集後記：今年は春が１週間ほど早いのではないでしょうか？ＫＷＣも４月からお花見シリーズウォークで

すが散り始め？東京３月２１日大雪、この雪の後急に好天気、気温も急上昇で桜もびっくり、刺激を受けパ

ット花を咲かせたのでしょう。高級別荘地の富岡、標高２０～３０ｍの丘からの眺めは最高でした。公園も

自然と近代を良く調和させて、設計整備されております。アフターウォークも７割の参加とは小生参加した

ウォーキングで最高の人数でした。いつもの拙いボケ防止用日記帳「メモと写真」です。出来る丈ウォーキ

ング状況を載せたつもりですが、どうしても歴史と地理を知りたく、ＨＰからの引用が多くなりました。 

誤記や失礼な記述があるかもしれませんが悪しからずお許しの程。 


